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TMSx70　MCUのRTI（リアルタイム割り込み）を使用して
オペレーティングシステムのTickを発生させる方法
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このアプリケーションノートの目的は、TMSx70シリーズ
MCUのRTIモジュールの設定方法の一助となることである。

TIのTMSx70ファミリーのMCUはローパワー32ビットRISC 
MCUファミリーの一員で先進的なアーキテクチャ、豊富な周辺
セットを備えている。
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1 イントロダクション

1.1 リアルタイム割り込み

RTIモジュールはOSのためのタイマー機能やコードのベンチ
マークに必要なタイマー機能を提供する。このモジュールはマ
ルチプルカウンターを備えており、このマルチプルカウンターは
OSのスケジューリングに必要なタイムベースを定義する。

このアプリケーションノートはTMSx70 RTI ユーザーガイドと
併用して参照されるものである。

主な特長

　•	 ２つの独立したカウンターブロックで構成（異なったタイム
ベースを生成）それぞれのブロックは次のもので構成され
ている

 －　32ビット　プリスケール・カウンタ
 －　32ビット　フリーラン・カウンタ
　•	 システムあるいは周辺割り込みのために、２つまでのタイ

ムスタンプ（キャプチャ）。それぞれのカウンタブロックに対
して１つ

　•	 フリーラン・カウンタ0は、内部プリスケール・カウンタあるい
は外部イベントによりインクリメント可能

 （クロック監視を含むFlexRayネットワークでのアプリケー
ションの同期のため）

　•	 外部クロックが予め定義されたウィンドウの中でインクリ
メントされ故障と判断された場合は、オプショナルの外部
クロック監視回路によって内部のプリスケール・カウンタ0 
に切り替え可能

　•	 OS用のティックやDMAリクエストのための４つのコンフィ
ギュアブル・コンペアレジスタ

 それぞれのイベントはカウンタブロック0あるいはカウンタ
ブロック１でドライブされる

　•	 全てのコンペアレジスタの自動アップデート（コンペアマッ
チで周期割り込みを発生させるとき）

　•	 割り込みの高速なイネーブル/ディスエーブル
　•	 どのようなクロックソースから生成されたRTIクロック入力

でも、システムモジュールの中で選択可能
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図 1. RTI Module Block Diagram

1.2 RTI モジュール・ブロック・ダイヤグラム
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1.3 RTIカウンタ ブロック（x）ダイヤグラム

下図（図2）はRTIカウンタブロック(X)の簡略化されたブ
ロック図である。

RTICLKは32ビットRTIUPCxカウンタでプリスケールさ
れる。

RTIUPCｘカウンタはRTICPUCｘレジスタの中の比較
値が到達するまでカウントアップする。比較値が一致する
と、RTIFRCｘカウンタはインクリメントされる。
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図 2. RTI Counter Block (x) Diagram

図 3. Operating System Tick Generation Block Diagram
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2 OSのためのティック生成
この項はある周期（調整可能）でOSティック割り込みを発

生するためのRTIモジュールの使い方を説明する。
必要なOSティックの生成と、それに相当するタスクを実

行するために３つのコンペア割り込みが用いられる。タス
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クコールを解りやすくするために、独立したI/Oピンはサン
プルコードの中でトグルされている。

異なったタイムベースを使ってタスクをトリガーするた
めに、３つの異なった割り込みをどのように構成するかを、
このアプリケーションノートは示している。（図3を参照）

2.1 フロー図

第3図は割り込みを用いて、異なる時間間隔でタスクを起動
するRTIモジュールの使い方を示します。
　•	 Compare 0 Interrupt – Task1 (GIO- PortA [0] Pin 

Toggle) - 10mS.
　•	 Compare 1 Interrupt – Task2 (GIO- PortA [1] Pin 

Toggle) - 5mS.
　•	 Compare 2 Interrupt – Task3 (GIO- PortA [2] Pin 

Toggle) - 1mS.
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2.2 周波数とTカウントの計算について

カウンタブロックへのRTICLKはアプリケーションの要
求にしたがって、システムモジュールの中のRTICLKSRC
レジスタをプログラム可能である。もし、RTICLK源が
VCLKだけの場合、RTICLK源はVCLKよりも少なくとも
３倍遅くなくてはならない。これはRTICLKSRCレジスタ
のRTIｘDIVビットをコンフィグすることによって可能。
図4はRTICLKSRCレジスタとRTICPUCｘレジスタを使用
してRTICLKの選択とプリスケールを設定することを現し
ている。

RTICPUCxレジスタを設定してRTICLKを2分の1にプリス
ケールします。セクション１．３を参照してください。

2.3 カウント値の比較の計算法

周期的なOSのティックのためのコンペアレジスタのカ
ウ ン ト 値 は T カ ウ ン ト 周 期 か ら 計 算 で 求 め ら れ る 。
RTICLKはUPカウンタ(x)でプリスケールされ、それぞれの
フリーラン(x)カウンタに供給される。
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図 4. RTI Clock Source Selection and Pre-Scaling
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このように、INT0、INT1、INT2の割り込みのために周
期的なティックを発生することができる。
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図 5. OSティック出力波形

2.4 OSティック出力波形

2.5 OSティック生成のためのコンフィグ
レーション（手順）

　•	 システムモジュールの中のRTICLKSRCレジスタを使
用して、VCLKを選択する

　•	 次のクロック設定を選択：
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図 6. Software Flow Diagram
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　•	 RTICOMP（ｘ）レジスタとそれぞれのRTIUDCP(x)レ
ジスタを(x)カウント値を初期化するために設定

　•	 GIOポートAを出力に設定

　•	 RTIモジュール割り込みを設定
 例：RTISETINTとステータスレジスタ
　 例：RTIINTFLAG
 －　割り込みのペンディングをクリア
 －　コンペア0, 1, 2割り込みをイネーブル

　•	 コンペア０割り込みサービスルーチンは次のことを行
うように設定：

－ Comp0割り込みフラグはRTIINTFLAGレジスタ
のINT0ビットに１を書き込みことによってクリ
アされる

 －　GIO ポートA － ピン０をトグル
　•	 コンペア１割り込みサービスルーチンは次のことを行

うように設定：
－ Comp1割り込みフラグはRTIINTFLAGレジスタ

のINT1ビットに1を書き込みことによってクリ
アされる

 －　GIO ポートA － ピン1をトグル
　•	 コンペア2割り込みサービスルーチンは次のことを行う

ように設定：
－　Comp2割り込みフラグはRTIINTFLAGレジスタ

のINT2ビットに1を書き込みことによってクリ
アされる

 －　GIO ポートA － ピン2をトグル
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2.6 Software Flow

図 7. Output Waveform

2.7 Captured Output Waveform
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3 付録A　ソフトウェアリスト



IMPORTANT NOTICE 




